
       やさしい在宅介護講習会 

日 時  令和 5年１１月１日（水）、2日（木）各１0時～１5時 

会 場  岩見沢広域総合福祉センター 

目 的  認知症等、身体的介護が必要となった家族・大切な人を、自宅で介護をする

ために必要な基礎知識・技術を学び、家庭や地域で孤立することなく生活が

できるようにする。 

受講者  14名 

内 容 

・１日目は介護保険のしくみや保険料の算定、利用手順、どのようなサービスを受け

られるか等について説明、介護に係る福祉用具の体験およびベッドからの移乗など

の実践。 

・２日目はおむつの正しい使い方、食べる楽しみを支える口腔ケアの説明および介護

者の体験談と意見交換。 

 

 

 

 

 

 

 

受講者の感想 

○ わかりやすい説明で不明な点がハッキリしてよかった。 

○ 車いすの機種の多さや使い勝手の良さにびっくりしました。 

○ 正解はあるわけではなく利用者さんに合わせて実践することや残存能力を生かすことが大切。 

○ 普段見ることもないおむつの当て方を学び自己流でやっていたことがよくないと気づかされた。 

○ 歯の大切さや食べる楽しさを支える口腔ケアを再確認しました。 

○ 介護のネットワークをうまく利用すれば在宅介護でも最後まで対応できそう。 

○ 介護する側が穏やかであれば介護される方も穏やかに過ごせる。 

○ 講師の方もユーモアを交えて楽しく内容の濃い 2 日間で、受講者及び高田さん等スタッフの 

皆様ありがとう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講話「おむつの正しい使い方」 講話「食べる楽しみを支える口腔ケア」 

「介護者の体験談」 実践「介護に係る福祉用具の体験」 

令和５年度 



令和５年度  精神保健  

ボランティア 講座 
日程 令和５年 10 月 12日・19日・２６日 ３日間 

場所 岩見沢広域総合福祉センター 他 

後援 南空知精神保健福祉協会        

協力 精神保健ボランティアサークル友（YOU） 

目的  精神障がいへの理解を深め、精神障がい者が豊かな地域生活を送ることができるように 

その橋渡し役としての精神保健ボランティアを養成することを目的としています。 

 

【講話】 「精神障害とは・精神保健の歴史について」        精神保健福祉士 三品斉氏 

【講話】 「障がい当事者を支える家族とその思い」 NPO 法人ミナミナの会  中村末太郎氏 

  〇障がい者と言われただけで偏見で見てしまう。もっといろんな人が理解してもらえる様に 

なるといいですよね。私自身が理解しきれていない事を思い知りました。 

  〇統合失調症の家族の方の声が聞けて大変さを知りました。生活の大変さも家族の協力が 

あり、少しずつ良くなっていってほしいと思いました。 

 

【講話】 「精神科のリハビリを体験してみよう」         作業療法士    宮本実氏 

【施設訪問】 「障がい当事者を支える地域の社会資源を知る」 

☆  岩見沢障がい者就労支援センターミナミナ と・わーく     川瀬宏義氏 

☆  パティスリー SORAKA（そらか） 及び グループホーム 

〇作業活動や認知トレーニング等のリハビリは上手に作業できるようになることが目的では 

なく、個々に応じた目的を達成するための手段として行っているという事を知りました。 

〇ミナミナさんに通っている皆さんのお話では、どこかに所属している安心感、仲間がいて 

社会とつながりを持つことは人として幸せに暮らすために大事なことだと思います。 

 

【講話】 「障がい当事者の声～地域における日常生活を通して～」 

南空知地域生活支援センターりら  元井昭紀氏 

【講話】 「ボランティアの心構えについて」  岩見沢ボランティアセンターコーディネーター  

【団体紹介】 「精神保健ボランティアサークル友（YOU）の活動について 

  〇ピアサポーターの存在を初めて知りましたが、当事者の方の生の声が聞けて良かったです。 

   障がいや病気ことをもっとオープンでいる社会になるとみんなが行きやすいと思います。                           

  〇精神保健の理解を深めるため、様々な活動をしているサークル友(YOU)のやさしさと 

行動力。26年間も続けている事は本当に素晴らしいと思います。 

 

第 41回  いわみざわ百餅祭り が ９月 16～17日中心市街地 

にて開催され、ボランティアセンターの方達による車椅子等でのサポート。 

また、大臼でついた餅をお汁粉にして、2日間で約１２００食が無料で 

振る舞われ、各日とも９名のボランティアが汗を流しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

～ ボ ラ ン テ ィ ア の 窓（vol.２） ～ 
こんにちは、廣嶋です。今回は、岩見沢市スキーパトロール赤十字奉仕団と岩見沢更生保護女性会を紹介！ 

いよいよ寒くなり、初めての岩見沢の雪にドキドキしています。次回も、お楽しみに！ 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
日 程 令和５年９月６日・２０日・10月４日   

場 所 岩見沢広域総合福祉センター 

協 力 傾聴ボランティアサークル「ニコニコ」 

講 師 合同会社 うぇるかむ  池田 ひろみ氏 

 

 

 

 傾聴についての知識や技術、心構えを学び、 

地域や施設において活動する傾聴ボランティアを

養成することを目的に開催いたしました。 

その結果、16名の方に受講いただきました。 

 

 

第１回「傾聴の基本」～傾聴の心構え～ 
 ・傾聴とは耳を傾けてしっかりと相手の話を聞く事。 
・話す人の「気持ち」に寄り添って聴く。 
・あなたになら「話せる」「聴いてもらえる」と思える 
安心感を与えられるように丁寧に聴く覚悟 

第２回「傾聴するためのコツ」～傾聴の技法～ 
・しっかりと話を聴くためのコツとして、話を続けやすくする
「あいづち」、「うなづき」。審判しない、中立の「あいづち」
「うなづき」を心がけよう。 
・コトバは相手の人の心に届けるために丁寧に発する。 

 

 

 

 

 

 
 

第３回「相手の心に寄り添う傾聴」～日常会話での傾聴の活用～ 
・相手のコトバを評価しないで中立の感情で聴く。 
・効果的な質問の仕方として「開かれた」質問(相手がどのようにでも答
えられる訊き方) 「閉じられた」質問(うなづき、指差しでも答えられ
る訊き方)がある。相手がコトバに詰まった時には「閉じられた」質問
を相手に感情を表現して欲しい時には、「開かれた」質問をしてみる。 

・傾聴ボランティアの留意点について。 

 

 

) 

 

 
 

No.4 岩見沢更生保護女性会 

[受講者の感想] 

・自分が中立の立場に立って話しを聞くことの大切さ。 

 それと普段自分がいかに無自覚に言葉を使っていることに気づきました。言葉と思いのつながりは大切ですね。 

・例題を入れながらの講話は自分の日頃に感じなかった事など参考になりました。 

 何か出来る事があると思えて来ました。３回の講座勉強になりました。 

・軽い気持ちで参加させて頂きましたが、人と関わるには相手を大事に思い、相手の立場になり話をし、 

 中立、もしくはちゃんと聞いて居ますよと相手に伝わる様に話すことが大切だということに気づかされた。 

 ありがとうございました。 

 

No.３ 岩見沢市 

   スキーパトロール赤十字奉仕団 

シーズン前研修 

けがの処置 

救助訓練 

アキヤボートの 

操作訓練 

赤い羽根街頭募金 雑巾縫い 


